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なす 
主な加害種：カラス、シカ、サル 
鳥ではカラス、獣では主にシカ、サルに果実が食害される。シカは茎葉も食べる。サルは果実を引きち

ぎる、枝を折る、株を引き抜くなどの被害を起こすこともある。 

 

 

 

 

 

 

加害種：カラス 

果皮についている V字型の
切り裂きが太くて明瞭であり、

ハシブトガラスの可能性が高

い。嘴を突き刺した痕（果皮に

ついた U字状の線に見える
部分）も見られる。 
傷があったなすは地上から

20〜30cmの高さで、それよ
りも高い位置の他のなすには

傷は無かったため、カラスが

地上から突いたと思われる。

ちぎられたと思われるカケラ

が地上に落ちていた。 
 
撮影：益子 

 

 

加害種：カラス 

果皮についている V字型の切り
裂きが太くて明瞭であり、ハシブ

トガラスの可能性が高い。 
上の写真と同じ畑で、地上から

20〜30cmの高さにあったなす。
カラスが地上から突いたと思わ

れる。 
 
撮影：益子 


